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北海道における不良土対策マニュアル（案）（昭和60年版）

北海道に分布する土砂
自然含水比状態で盛土に使用することが困難な材料

有効利用するための手引き書

北海道開発局の技術職員向けに発刊

発刊から約30年が経過

マニュアル（案）に掲載されていない内容が増えた
改訂版を発刊

マニュアル 不良土の判定方法、対策工法、品質管理方法
わかりやすく解説した技術基準書

国土交通省北海道開発局道路設計要領 準拠すべき指針
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■本マニュアルの改訂ポイント

①固化材による改良土の品質管理方法として衝撃加速度試験によ
る方法に関すること。

②生石灰以外の固化材により改良した材料について六価クロムの
溶出基準が適用されましたのでこの基準に関すること。

③現場からの相談が多い酸性硫酸塩土壌に関すること。

④固化材による改良方法として、固化破砕土に関すること。

⑤固化材により改良した材料の凍上性および低温養生での強度発
現や、今後の研究によって実用化が可能な工法に関すること。
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北海道における不良土対策マニュアル

• 第１章 総説

• 第２章 北海道の不良土

• 第３章 不良土の調査と判定･

• 第４章 不良土対策工法

• 第５章 セメント・石灰安定処理工法

• 参考文献
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不良土対策フローチャート

発生土

施工

不良土

対策工法
の検討

良質土

品質管理

維持管理

盛土材料とし
て使用不可

処分

対策が可能で
ある

No

Yes

Yes

No

第１章 総説

盛土

性質

土取場
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建設機械が走行できない
盛土の施工ができない

・自然含水比状態で盛土材料として使用するのに適さない土
・盛土完成後何らかの変状を起こし、一般交通に支障が生じる
・河川堤防として問題が発生することが予想される土

施工後盛土が大きく変状

水がはいると大きく強度低下する材料

吸水による膨張が大きく、圧縮性が大きい土
蛇紋岩の粘土化したもの、ベントナイト、
温泉余土、酸性白土、有機質土

凍土・雪氷、草木、切株、その他腐食物を含んだ土
ピート（泥炭）・高有機質土

見て判断

可能

土質試験により
判断
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第２章 北海道の不良土

１．高含水粘性土
２．風化火山灰
３．細粒分の多い礫質土および砂質土
４．脆弱化した風化岩
５．その他の不良土

a. 締固め前 b. 締固め後
写真-2.1 風化した粗粒火山灰
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使用する道具 ランマー 2.5kg
モールド 15cm（10cm）

コーン指数の測定

(自然含水比)

貫入抵抗の測定

土構造物が作れる？

盛土

建設機械が走行できない

盛土の施工ができない

第３章 不良土の調査と判定
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良質土の条件
wn ＜ 1.33×wopt（細粒土）
wn ＜ 1.35×wopt（砂質土）
wn ＜ 1.20×wopt（礫質土）
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第４章 不良土対策工法

不良土対策工のフローチャート

無対策施工

ばっ気乾燥・
ﾄﾚﾝﾁ開削工法

仮置再運搬

盛土脱水工法

強制乾燥工法 粒度調整工

START

トラフィカビ
リティの確保

経済比較

捨土

固化材処理

YES

NO

YES YES

NO

NONO

YES
NO

YES

NO

NO

YES

YES

YES

NO

NO

YES

NO

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

YES

固化材による改良の検討

YES

少ない含水比の増加
で強度低下しない

圧縮沈下が起きない

盛土完成後問
題が生じない

工期が十分ある

自然含水比で盛土の
安定が確保される

盛土を放置す
る余裕がある

ばっ気乾燥・ﾄﾚﾝﾁ
で水分が低下する

土工量が小さい

盛土を放置す
る場所がある

工期が十分にある

フィルターで
脱水できる

プラント設
備がある

強制乾燥で
施工が可能

経済比較

粒度調整材料
の入手が容易

捨土場所が近くにある

土取場が近くにある
経済比較
環境保全対策

NO

NO

NO

NO
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建設機械が走行できない材料 良質土に改良

改良方法 ①含水比の低下、②粒度調整、③固化

①含水比の低下 → 土を乾かす

乾燥密度

含水比

含水比が高い
↓

締め固まりにくい
↓

密度低い含水比が低い
↓

締め固まりやすい
↓

密度高い 含水比を低下
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①含水比の低下 → 方法 土を乾かす
お天気 － 雨が降らない、日照時間が長い

→ 有効

大がかりな乾燥設備、費用大

自然に頼らない場合 →
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建設機械が走行できない材料 良質土に改良

改良方法

②粒度調節 → 締め固まらない材料を締め固まる材料
へ

別な粒度分布の土を混合
別な粒度特性を有する土が必要
粘土 → 砂 など・・・

＋ ＝

粒度特性の改良粒度分布の偏り → 締め固まらない 13



③固化 → セメントや石灰などを使って固める
確実に改良できる

費用が高い

固化材

固化

締固め度管理ができない
→ 強度管理

空気量の減少

土の締固め

第５章 セメント・石灰安定処理工法
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目標強度の設定

施工できる強度

盛土が安定する強度

盛土

北海道における不良土対策マニュアル
盛土の高さが2.5m以上 → qu7=150kN/m

2

2.5m未満 → qu7=130kN/m
2

コーン指数 qc=300kN/m2

北海道で多い
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衝撃加速度の原理

速度０で静止

速度ｖで接地

時間０

時間ｔ

衝撃加速度＝
０－Ｖ

ｔ－０

軟らかい地盤→衝撃加速度小

硬い地盤 →衝撃加速度大

衝撃加速度測定装置
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固化材

不良土

固化土

盛土

放置

締固め

qc → 小
qu → 大

qc → 大
qu → 小

固化破砕土

固化破砕土としての利用－固化材量の低減
・φのある材料

最近現場で使用されて
いる例がある！！
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盛土これまで

ここ10年く
らい

高有機質・含水高い

固化材混合 有効利用 盛土

高有機質土 → 泥炭など → 最近は使用できるようになった

高有機質土 → 固化材により改良

泥炭の改良
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■入手の方法

ホームページのWebサイト
（http://jiban.ceri.go.jp/）

新しい技術が開発されれば、随時更新

是非ご活用下さい
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